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〔(社)日本家政学会

アーミッシュの世界一２００年来のライフスタイルを守る人々が投げ
　　　　　　　　　　　　かけるものｰ

　　　　　　　　　　　　　　　　岐阜大教育　　　　杉原利治、　○大藪千穂

　【目的】　アメリカ合衆国を中心にして約12500人存在する、アーミッシュと呼ばれる人々

は、環境と共生した独特のライフスタイルを、２００年以上も続けている。本研究では、

彼らの生活はどのようにして成り立っているのか、また、現在の私達はそこから何をくみ

とることができるかを考察する。

　【方法】　アメリカ合衆国ペンシルヴェニア州のアーミッシュカントリーの現地調査、お

よび文献調査によって、アーミッシュの人々の生活を分析した。

　【結果】　アーミッシュの人々の生活は、独特のライフスタイルによって特徴づけられる

が、アーミッシュを考える場合、そのライフスタイルを支える家族やアーミッシュ共同体

など組織としての側面と、信仰心やアイデンティティ等の精神的側面の考察が重要である。

　　（１）アーミッシュのライフスタイル・・・電気や自動車を使わない。馬とバギー（馬

車）が基本的な交通手段。電話を家に引くことは禁止。男性は、黒のチョッキとズボン、

女性は、ドレスを着て、エプロン、ケープをまとう。男性のあごひげ、女性の髪の毛はず

っと切られない。

　　（２）生活の成り立ち・・・職業の基本は農業である。家族全員の労働が農業を支える。

アーミッシュ共同体内での小規模な工場や商売もある。子供は、アーミッシュの学校（８

年制、１教室）へ通う。高等教育は禁止である。

　　（３）独特のライフスタイルを可能にしている要素

a）家族の絆・・・家族全員の労働（農作業）、尊敬と服従

b）共同体の相互扶助・・家でもたれる教会、納屋の共同建設、ギルド、相互援助システム

c）信仰心とアイデンティティー。・シヤニング（社会的忌避）、衣服、馬、バギー

I Bp-U(P) 「ラブ・ハンド・ライフのすすめ」

共栄学園短大　樋口蔵基子

　芸術作品は体の部分を用いてその作家の構想と材料が一体化する創造力が，五感で認識

されるような形態として現れたものである．自然と芸術は生命の復活を促す．その創作に

はたらいた創造性が生命の根源である力とつなっがっているから人は癒される．生活が芸

術であると言われる由縁は生活が創造の産物であるからである．生活が創it的であるとき

にはじめて，人が生き返らせられ，生き生きと生きていくことができるなら≪･,生活は創

造性を発現させるようにあらなければならない. 創造性の発現は主体である内性的感覚が

対象である外形的素材に働きかけるとき起こる一体性のi?.)tﾄﾞｰであるように，個人におい

ては心と体の一体化，家庭においては人と人の一体化，万物においては人と自然の一体化，

人工物において人とものとの一体化した時に起こる力であり,かたちである．このような

一体化・共生が成立する関係のiiい≒を愛と呼ぶならば, 愛がある一体こそ創造的な生活

である．特に人工物や社会は自然の法則等（科学性）に従って構成を秩序づけられている

から，社会の最少単位である家庭生活は自然について（科学性）学び，人工環境を整備す

ることである．また，生命感は体の部分を用いて製作した作品や自然の中に強く現れるか

ら，家庭生活では槙極的にそれらを取り入れたり，体を使った創作活動を奨励することが

望ましい．ﾋｭ-ﾏﾝμり,ﾋｭｰﾏﾝﾂﾘつまり称して手の届く，手を使った成果物によって，五官

で感じとることができる生命感を共有する．それこそ人間と自然が共生できるかり（範囲）

である，その1･-l＼が家庭生活の新しいIﾃﾞ11を示すであろう，
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